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･③STAl の状態不安 :STAl を用いて状態不安を測定した0
2)測定時期
①術者ブラッシング :処置前に心拍変動,唾液アミラーゼ活性,STAl の状態不安を測
定した｡次に歯磨剤を使用せずにブラッシングを10分間行った徳,歯磨剤を使って
仕上げのブラッシングを5分間実施し,その間の心拍変動を継続的に測定した｡処置
終了後は3項目を測定した｡
②レジン充填 :処置前に心拍変動,唾液アミラーゼ活性,STAlの状態不安を測定した｡
次に,局所麻酔中 ･麻酔後の心拍変動と唾液アミラーゼ活性を測定した｡その後の
処置中 (う蝕歯質の除去,レジン充填 ･形態修正,研磨)は心拍変動を継続的に測
定し,処置終了後は3項目を測定した｡
3.統計分析
心拍変動解析については,処置前の値に対して,処置中の 15分間の各5分間隔および
処置後の5分間の値を比較した｡レジン充填については,麻酔中と麻酔後の5分間も処
置前の値と比較した｡唾液アミラーゼ活性については,術者ブラッシングの場合は処置
の前後で,レジン充填の場合は処置前の値と麻酔後 ･処置後の値を比較した｡STAlの状
態不安については,両治療とも処置の前後の値を比較した｡統計分析にはW止coxonの符
号付順位和検定を用いた｡
結 果
1.術者ブラッシング
自律神経活動を表すLnHF(Lnは自然対数)は,処置前と比較して,処置中の最後の
5分間と処置後に有意に上昇した (p<0.05)0 Ln(LfソHF)は,処置前と比較して,全て
の時点で有意差はなかった｡唾液アミラーゼ活性については,処置前と比較して,処置
後は減少傾向が認められたが有意差はなかった｡状態不安の指標である STAlについて
は,処置前と比較し,処置後は有意に低下していた (p<0.05)0
2.レジン充填
LnHFは,処置前と比較して,全ての時点で有意差はなかった｡Ln(LF/HF)は,処置
前と比較して,処置後に有意に上昇した (p<0,05)｡唾液アミラーゼ活性については,
処置前と比較して,麻酔後に増加し,処置後に減少したが有意差はなかった｡STAIによ
る状態不安では,処置の前後で減少傾向が認められたが,有意差はなかった｡
考 察
術者ブラッシングによって,LnHFの値は処置前と比較して,処置の終盤と処置後に
有意に上昇した｡これは,術者ブラッシングにより副交感神経の活動が上昇しているこ
とを示しており,術者ブラッシングが患者をリラックスさせる効果をもっている可能性
が示唆された｡Ln(LF/HF)については,術者ブラッシング前と比較して,処置中 ･処置
後の値には有意差は認められなかった｡唾液アミラーゼ活性でみても,処置前に対して
処置後は有意差がなかった｡ブラッシングの交感神経活動-の影響は少なかったと考え
られる｡STAlの得点は処置前と比較して処置後,有意に減少した｡ブラッシングにより
主観的には快適さを感じたためかもしれない｡
レジン充填では,Ln(LH/HF)の値は,処置中から増加傾向を示し,処置終了後に有意
な増加となった｡麻酔や歯の切削,充填処置などいずれのステップも不快であったため,
交感神経活動の指標とされるLn(LF/HF)が増加したのかもしれない｡唾液アミラーゼ活
性については,処置前と比較し麻酔後に増加傾向が認められたものの有意ではなかったO
これは刺入時の痔痛刺激や処置に対する不安で唾液アミラーゼ活性が増加したが,活性
値の測定を麻酔後の心拍変動を解析した後に行なったため,測定時には痛みの影響が消
失しつつあり有意差が生じなかったと考えられる｡STAIの状態不安の得点の減少傾向
は,処置が終了し,不安を感じることがなくなったためと考えるのが妥当である｡しか
し,有意差がみられなかった理由は不明である｡
結 論
術者によるブラッシングが患者をリラックスさせる可能性が示唆された｡レジン充填
の処置により患者はストレスを感じている可能性が示唆された｡
学位論文審査結果の要旨
近年,心臓の自律神経活動の指標である心拍変動の周波数解析により生体の状態を把握し
ようとする試みがなされているO本研究は,心拍変動を解析することで,術者ブラッシング
とレジン充填が患者の自律神経活動にどのような影響を与えるかを比較 ･検討したものであ
る.本論文の要旨は以下のとおりであるO
対象は成人男性患者とした｡心拍変動の指標には,副交感神経活動を示す LnHf'(Ln:自
然対数)と交感神経活動を相対的に示すLn(LF/HF)を用いた｡さらに交感神経活動を反映す
るとされる唾液アミラーゼ活性,自律神経活動に影響する心理状態を主観的に評価するSTAl
(StateTraitAnxietyInventory)の状態不安を測定したO測定時期は,術者ブラッシングで
は,処置前に心拍変動,唾液アミラーゼ活性,STAl の状態不安を測定した.15分間のブラ
ッシング処置の間は,心拍変動を継続的に測定した｡処置終了後は再度全ての項目を測定し
た｡レジン充填では,処置前に心拍変動,唾液アミラーゼ活性,STAIの状態不安を測定した｡
次に,局所麻酔中 ･麻酔後の心拍変動と麻酔後の唾接アミラーゼ活性を測定した.その後の
処置 (う蝕歯質の除去,レジン充填 ･形態修正,研磨)の間は心拍変動を継続的に測定し,
処置終了後は再度全ての項目を測定した｡その結果,術者ブラッシングによって,LnHFは,
処置前と比較して,処置の最後の 5分間と処置後に有意に上昇した (p<0.05)｡Ln(Lf'旧F)
は,処置前と比較して,全ての時点で有意差はなかった｡唾液アミラーゼ活性には有意な変
化はなかったCSTAIの状態不安については,処置前と比較 し,処置後は有意に低下していた
(p<0.05)｡また,レジン充填によってLnHFは,処置前と比較して,全ての時点で有意差
はなかったoLn(LF/HF)は,処置前と比較して,処置後に有意に上昇した (p<0.05)｡唾液
アミラーゼ活性とSTAIの状態不安には有意な変化はなかったQ
以上の結果より, 術者ブラッシングは,レジン充填よりも患者の副交感神経を冗進させる
こと,またレジン充填は,術者ブラッシングよりも患者の交感神経を冗進させることが示唆
された｡
本論文は,歯科処置が自律神経系に及ぼす影響を観察したもので,患者の状態を推測する
上での重要な知見である｡よって,審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての
価値を認める｡
